早稲田の杜 通信　　　　　２０２４年１１月号　
定期テストの後、どのくらいできたかが気になり尋ねると、「まあまあ」という、できたともできなかったともとれる、あいまいな返事がよく返ってきます。
返された結果を持ってきてもらうと、期待通りの点数が取れていてほっとできるケースもあれば、その逆に、これではまずいと思われる点数しか取れておらず、頭の痛くなるケースもあります。
定期テストの目的とは、実力テストとは違い、日常の学習成果をチェックすることが第一だと思います。それゆえ、出題される問題はそれに即したものでなければならないはずで、頑張った人の日々の努力が正しく評価されれば大きな励みとなり、やればできるという自信へとつながると思います。

ところが時として、このような問題で生徒を苦しめるとはと、疑問に思わざるをえないような問題が出されているケースもなくはありません。そのような問題でも、事前にそれなりの指導があった上での出題であれば納得できるのですが、そうではなく、突如としてマニアックとも呼べるような問題が出されている場合があったりもします。私達はともすれば点数だけで良し悪しを判断しがちですが、どのような問題が出題されているか、問題と見比べた上での判断がとても大切です。
もちろん、本当によく練られた、いい問題が出されていると感心させられるケースが大半です。
定期テストにふさわしい適切な問題でも結果を残せなかった場合、原因はどこにあるのかしっかり検討しなければなりません。
　日常の勉強で宿題忘れなどがしばしばあり、やり方も雑で中途半端な取り組みしかできていないとか、試験前に好きな科目ばかりやり、苦手な科目は後回しにしたり、敬遠するといった、かたよった勉強の場合、問題点はかなりはっきりしており、本人がしっかりその点を自覚し、日々の取り組みに対する姿勢を改める必要があります。それに反し、ふだんからよく頑張っており、試験前でも、どの科目にもしっかり取り組んでいたと思われるのに結果を出せなかった生徒の場合は、いろいろな要因が考えられ、それを的確に突き止める必要があります。
ある生徒の場合は、日々一生懸命取り組んでいるにしても易しい問題ばかりやっていて難しい問題にはほとんど手をつけないとか、間違えた問題をどこでどう間違えたのかとことん突き詰めることをせず、ただ、赤で答えを書き直してできたことにしてしまうなど、取り組みの甘さが考えられる場合が少なくありません。

また、別の要因として、ケアレスミスが多くて点を落としていることがあったり、テストでの時間配分がうまくできず、全部の問題に手をつける時間がなく、やり残してしまった問題が多くあったりするなど、テストでの取り組み方そのものに問題があるのではと思えることも少なくありません。
試験で大事なことは試験を受けた後の取り組みです。試験が終わったのだからもういいやで終わりにしてしまう人がいます。これでは試験の意味がありません。試験は終わりではなく、次のステップへの始まりです。悪かった人はそれを発奮材料としなければ同じ結果の繰り返しとなってしまいます。
次の試験に向けて、〇〇点以上確保などの目標を立て、前回の試験で見えてきた反省点をしっかり把握し、その後の試験にどう生かしていくか対策を立てる、それこそが試験の持つ意義です。
よかった人はそこで満足せずさらに上を目指し、悪かった人は次こその心意気で頑張りましょう。
· 11月23日(土)、勤労感謝の日は、塾のお休みとさせていただきますのでよろしくお願いします。
